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研究成果の概要（和文）：　本研究では，重症心身障害児者（重症児者）において，日常生活での嚥下頻度が嚥
下機能の指標となるかを検討した．施設入所の重症児者50名を対象とし，嚥下頻度に関して１）被験者内での再
現性（ばらつき）の有無，２）被験者間での経口摂取の有無による差，を調べた．
　その結果，各被験者で嚥下頻度は一定の範囲で保たれていた．さらに，全被験者を経口摂取の有無で2群に分
類した比較では，経口摂取群とくらべ，経管栄養（非経口摂取）群は嚥下頻度が有意に少ないことが明らかとな
った．以上のことから，重症児者において日常の嚥下頻度は，嚥下機能と関連があること，その多寡が嚥下機能
の指標として有用である可能性が示された．

研究成果の概要（英文）：In this study, we examined whether swallowing frequency in daily life is an 
index of swallowing function in patints with severe motor and intellectual disabilities (SMID). 
Fifty patients with SMID were included in this study. The swallowing frequency was measured three 
times for each case, and the reproducibility was examined. Further, we compared the swallowing 
frequencies of 30 patients who ingested food orally (group O) and 20 patients who were fed via tube 
feeding (group T).
The intraclass correlation coefficient in all the cases was almost perfect , indicating that the 
swallowing frequency in each subject was highly reproducible. Further, the mean swallowing frequency
 in group T was significantly lower than that in group O. These results suggest that in patients 
with SMID, the swallowing frequency in daily life was maintained within a certain range in each 
case; additionally, reduced swallowing frequency is associated with a decreased swallowing function.

研究分野： 摂食嚥下障害
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　嚥下リハの適応が困難な重症児者にとって，廃用の予防は重要である．嚥下機能の廃用は，嚥下運動の減少に
よる助長されると考えられているが，重症児者の日常の嚥下頻度については明らかではなかった．本研究では，
重症児者の日常の嚥下頻度を測定し，被験者内では変動が少ないことを明らかにした．さらに，経口摂取をして
いない被験者で嚥下頻度が有意に減少していること明らかにし，嚥下機能と嚥下頻度の多寡に関連があることを
示した．
　これらの結果は，日常の生理的な現象である嚥下の頻度が嚥下機能の指標として有用であること，「食べる」
ことが自体が嚥下頻度を維持し，廃用を予防するための訓練となる可能性があることを示している．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

我が国の重症心身障害児者（重症児者）は，全国で約 5 万人超と報告されおり，その数は増加
傾向にある．従来はその多くが病院や施設で生活していたが，今後は在宅医療の対象として地域
社会で支えていく潮流であり，多くの医療者に重症児者の病態やケアへの理解が求められるよ
うになっている. 

重症児者は，重度の心身障害にくわえ様々な合併症を有するが，なかでも嚥下障害への対応は，
最も重要な課題のひとつである．しかしながら，心身に重い障害を抱える重症児者には，脳卒中
症例等のような機能改善を目的とする嚥下リハを適応することは不可能であり，訓練による機
能の向上よりも嚥下機能の維持を目指すアプローチが有効と考えられる. 

嚥下機能の低下は，疾患の進行や加齢の影響だけでなく，廃用により修飾・助長されると言わ
れている．廃用は，活動や運動量の低下，すなわち習慣的に行われていた運動の頻度が減少する
ことから生じる．そのため嚥下機能の廃用は，嚥下運動に関連する器官を使用する頻度が影響を
すると考えられる．実際，これまで高齢者を対象とした研究では，嚥下機能の低下が嚥下頻度の
減少によっても助長される可能を示す報告があり，重症児者においても同様の現象が起きてい
る可能性が考えられる.しかしながら，これまで重症児者の日常の嚥下頻度や嚥下機能との関連
については明らかではない． 
 
２．研究の目的 

嚥下頻度の減少している症例では，嚥下に関わる器官の活動性を高めることが廃用の予防に
有効である.すなわち，嚥下そのものの反復によっても最も鍛えられると考えらえる．そのため，
経口摂取を維持すること，つまり少量であっても「食べ続けること」が訓練となり，機能の維持
につながる可能性がある．そこで本研究では，重症児者の嚥下機能維持のためのプログラムを開
発するめに，①重症児者の嚥下頻度を測定し，日常の嚥下頻度を確認すること，②経口摂取の有
無などの嚥下機能の違いによる条件で比較することで，日常の嚥下頻度が嚥下機能の指標とな
るかを検討すること，以上の 2 点を目的として研究を行った． 

 
３．研究の方法 
１）嚥下頻度の測定 

施設入所の重症児者を対象として，嚥下頻度を測定し，日常における嚥下頻度を確認した．嚥
下頻度の測定は，先行研究にて確立した嚥下回数測定デバイスを用いた．測定デバイスは，喉頭
マイクロフォンとデジタルボイスレコーダーより構成されており，頸部に喉頭マイクロフォン
を装着し，記録した喉頭音から嚥下音を同定し，嚥下回数を測定する．非拘束性での非侵襲性で
の測定が可能である（図１）． 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 



２）嚥下頻度の比較 
 全被験者を経口摂取の有無で分類し，経口摂取の有無による嚥下頻度の違いを検討した． 
４．研究成果 

対象は，重症心身障害児者施設（医療福祉センター）の利用者 50 名（平均年齢：45.8±13.6
歳，男性：28 名，女性：22 名）とした．対象者の日常生活中の嚥下頻度を測定し，各症例にお
ける日常の嚥下頻度の再現性（嚥下頻度にばらつきはないか），ならびに経口摂取の有無による
違いを検討した．経口摂取の有無については，1 日 1 食以上の経口摂取を行っている被験者を経
口摂取群（30 名），経口摂取を一切行わず，胃瘻による経管により栄養摂取を行っている被験者
を経管栄養群（20 名，喉頭分離症例は対象から除外）の 2 群に分類して比較を行った． 

測定の条件として，発熱などの体調不良を認めないこと，測定の時間帯は全被験者で統一（午
後 2～4 時の間の 1 時間）することとした．さらに測定 30 分前～測定中の経口摂取（経管栄養
症例では注入）は禁止した．その他の行動制限として，入浴のみ禁止した．この条件下にて，被
験者の嚥下頻度をそれぞれ，週に 1 回，3 週続けて測定し，被験者 1 名につき合計 3 回の嚥下頻
度を測定した．嚥下回数の測定は，喉頭マイクロフォンを用いた嚥下音の解析により行った． 

 
１）嚥下頻度の再現性 

各被験者の 3 回の嚥下頻度の測定の結果，
各症例の嚥下頻度の級内相関係数(ICC)は，
全症例で 0.880 経口摂取群で 0.885， 経管
栄養群で 0.928 となり，日常の嚥下頻度は，同
一被験者内ではばらつきが少なく（almost 
perfect），一定の範囲で保たれていた（表１）． 
 
２）経口摂取の有無による比較 

経口摂取群と経管栄養群，各群の 1 時間あたり嚥下回数の平均は，経口摂取群で 27.4±25.4
回，経管栄養群で 11.4±14.3 回となり，経口摂取群とくらべ経管栄養群では有意に嚥下頻度が
低下していた（P < 0.01）．（図 2，表２） 

これらの結果から，重症児者において日常生活の嚥下頻度は，症例ごとに一定の範囲をとり再
現性が高いこと，くわえて，経管栄養群で有意に低下していることから嚥下機能と関連している
可能性が考えられた．以上のことから，重症児者において，日常生活での嚥下頻度は，嚥下機能
と関連があること，その多寡が嚥下機能の指標として有用である可能性が示された． 
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